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鉄道事業者名：九州旅客鉄道株式会社 

事 故 種 類：踏切障害事故 

発 生 日 時：平成２９年６月２７日 ２２時４７分ごろ 

発 生 場 所：鹿児島県鹿児島市 

指宿枕崎
いぶすきまくらざき

線 坂之上
さ か の う え

駅～五位野
ご い の

駅間（単線） 

向原
むこうばる

第２踏切道（第４種踏切道：遮断機及び警報機なし） 

鹿児島中央駅起点１２ｋ６８９ｍ付近 

 

＜概要＞ 

鹿児島中央駅発喜入
き い れ

駅行きの下り普通気第３６５Ｄ列車の運転士は、坂之上駅～五

位野駅間を走行中、向原第２踏切道（第４種踏切道）に進入してくる歩行者を認め、

直ちに気笛を吹鳴するとともに非常ブレーキを使用したが、列車は同歩行者と衝突し

た。 

この事故により、同歩行者が死亡した。 

 

＜本件踏切周辺の踏切道＞           ＜歩行者進入方向から 

本件踏切方向を撮影＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜歩行者進入側からの見通し＞ 

 

列車 向原第１踏切道 

Ａ 見通写真撮影位置から向原第１踏切道を

通過する列車を撮影（6月29日 8:37ごろ） 

Ｂ 見通写真撮影位置から向原第１踏切道を

通過する列車を撮影（6月28日 20:43ごろ） 

列車 向原第１踏切道 

鉄道事故調査報告書〔概要版〕 

 

～ 第４種踏切において、列車と歩行者との衝突により、同歩行者が死亡 ～ 
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＜原因＞ 

・本事故は、踏切遮断機及び踏切警報機が設けられていない第４種踏切道である向原

第２踏切道に列車が接近している状況において、歩行者が同踏切道内に進入したた

め、列車と衝突したことにより発生したものと推定される。 

・列車が接近している状況において、同歩行者が同踏切道内へ進入した理由について

は、同歩行者が死亡していることから明らかにすることはできなかった。 

 

＜再発防止のために望まれる事項＞ 

・踏切保安設備（踏切遮断機及び踏切警報機）を有しない第４種踏切道は、できるだ

け早期に統合等により廃止するか、あるいは踏切保安設備を設置すべきものである。 

・同社と同市は、平成１８年度から踏切の統廃合について協議を行っており、これま

でに７か所の第４種踏切道を第１種に格上げ又は廃止してきた。 

・同社及び同市は、過去の事故を受けて本件踏切の安全対策を実施しているが、本事

故が発生したことを考慮し、本件踏切に近接する向原第３踏切道へのう
．
回路を整備

して本件踏切を廃止することについて、地元町内会の理解の下、確実に実施してい

くことが望まれる。 

 

＜事故後に講じられた措置＞ 

・本事故発生後の同社、同市及び地元町内会の協議により、平成２９年１２月１５日

に本件踏切の廃止について合意が得られたため、本件踏切は廃止の予定である。 

・一部未舗装の里道については、通行者が通りやすくなるように同市が整備工事を行

う予定である。 


